
　

一　

六
〇
年
の
歩
み
と
私　

　

六
〇
年
前
、
私
は
小
学
生
で
し
た
。
日
米
安
全
保

障
条
約
の
改
定
問
題
を
め
ぐ
っ
て
世
間
が
騒
然
と
し

て
お
り
、
ま
た
三
池
炭
鉱
で
の
争
議
な
ど
が
あ
っ
た

翌
年
に
あ
た
る
わ
け
で
す
が
、
わ
が
家
に
は
ま
だ
テ

レ
ビ
な
ど
は
な
く
、
茶
の
間
の
ラ
ジ
オ
で
ニ
ュ
ー
ス

や
演
芸
・
歌
謡
曲
を
聴
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
自
分
史
⑴

と
重
ね

て
み
る
と
、
六
〇
年
の
歴
史
は
途
方
も
な
い
広
が
り

を
も
っ
て
迫
っ
て
き
ま
す
。

　

私
が
日
民
協
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
大
学

院
で
都
立
大
学
の
内
藤
謙
教
授
が
非
常
勤
で
刑
法
改

正
を
テ
ー
マ
に
演
習
の
よ
う
な
授
業
を
し
て
い
た
と

き
に
、「
え
ら
く
イ
デ
オ
ロ
ー
ギ
ッ
シ
ュ
な
雑
誌
で
す

が
…
…
」
と
言
っ
て
『
法
と
民
主
主
義
』
を
紹
介
さ

れ
た
と
き
で
し
た
。
そ
の
後
、
民
科
法
律
部
会
に
入

会
し
た
こ
ろ
、
執
筆
を
頼
ま
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に

会
員
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
院
の
指
導
教
授
は
西
原

春
夫
教
授
で
す
が
、
そ
の
恩
師
で
あ
る
斉
藤
金
作
教

授
が
刑
法
改
正
特
別
部
会
小
委
員
会
の
長
を
さ
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
野
龍
一
教
授
と
行
動
を

共
に
し
て
改
正
刑
法
草
案
を
批
判
し
て
い
た
の
で
、

民
科
や
日
民
協
に
入
会
す
る
の
に
指
導
教
授
の
お
墨

付
き
が
必
要
だ
と
は
、
夢
に
も
思
わ
ず
、
ま
た
そ
の

こ
と
で
指
導
教
授
か
ら
批
判
め
い
た
扱
い
を
受
け
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
逆
に
、
澤
登
俊
雄
教
授

か
ら
國
學
院
大
學
に
応
募
す
る
よ
う
に
誘
わ
れ
た
時

も
、
所
属
団
体
や
学
術
的
傾
向
を
云
々
さ
れ
た
記
憶

も
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ベ
ラ
ル
な
風
が
吹
い
て
い
た
わ

け
で
す
⑵
。

　

二　

日
民
協
六
〇
周
年
記
念
講
演
会

　

本
年
一
一
月
二
三
日
に
渡
辺
治
一
橋
大
学
名
誉
教

授
を
お
招
き
し
て
記
念
講
演
「
激
動
の
一
〇
年
の
政

治
史
と
日
本
民
主
法
律
家
協
会
の
役
割
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
私
な
り
の
覚
悟

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

本
日
は
六
〇
周
年
の
慶
事
に
際
し
て
、
日
本
の
憲

法
史
・
憲
法
政
治
史
を
語
ら
せ
た
ら
右
に
出
る
者
は

い
な
い
と
高
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
渡
辺
治
先
生
か

ら
、
温
か
い
お
言
葉
と
と
も
に
、
た
い
へ
ん
厳
し
い

ご
注
文
を
受
け
賜
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
ご
講
演
で
は
激
動
の
一
〇
年
を

振
り
返
り
つ
つ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す
ヒ
ン

ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

　

つ
い
先
ご
ろ
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
政
権
交
代
の

声
が
高
ら
か
に
鳴
り
響
き
、
自
民
党
自
体
の
議
席
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
点
は
市
民

連
帯
と
立
憲
野
党
と
の
共
闘
の
成
果
と
し
て
は
っ
き

り
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
は
い
う
も

の
の
、
公
明
党
や
日
本
維
新
の
会
の
議
席
が
増
え
、

改
憲
を
否
定
し
な
い
国
民
民
主
党
を
含
め
て
、
改
憲

推
進
・
容
認
勢
力
が
衆
参
両
院
で
三
分
の
二
の
多
数

六
〇
年
、
最
初
の
一
歩
と
次
の
一
歩

新
倉
　
修

理
事
長
・
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
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的
な
基
盤
を
拡
大
し
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か

解
決
の
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
活
か
す
よ
う
な

運
動
を
提
起
し
て
連
帯
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
人
び
と

を
励
ま
し
、
市
民
連
帯
の
一
翼
を
担
い
、
未
来
を
切

り
開
く
法
律
家
・
市
民
団
体（civil society

）と
し
て

私
た
ち
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

の
は
、
ま
さ
に
今
で
す
。

注⑴　

自
分
史
の
試
み
と
し
て
新
倉
修
『
青
春
・
朱
夏
・
白
秋
』

（
私
家
版
、
二
〇
一
九
年
）

⑵　

関
連
し
て
、
新
倉
修
「
国
際
法
律
家
運
動
に
お
け
る
日

本
国
憲
法
」
法
律
時
報
増
刊
『
改
憲
・
改
革
と
法
』（
二
〇
〇
八

年
）、「
法
律
家
の
国
際
連
帯
」
清
水
誠
追
悼（
日
本
評
論
社
、
二

〇
一
三
年
）、「
法
律
家
の
国
際
連
帯
と
平
和
へ
の
権
利
」
広
渡

清
吾
古
稀（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
）、「
江
藤
价
泰
先
生
と

国
際
連
帯
活
動
」
江
藤
价
泰
追
悼（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
八

年
）、「
ア
ジ
ア
各
地
で
の
民
衆
の
闘
い
と
国
際
連
帯
」
法
と
民

主
主
義
五
六
二
号（
二
〇
二
一
年
）参
照
。

を
占
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
改
憲
と
い
う
点
で
い
え

ば
、
た
い
へ
ん
危
険
な
水
域
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
、

こ
う
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
自
公
の
支
持

率
は
、
国
民
の
四
分
の
一
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
自
公
が
日
本
の
全
体
の
命
運
を
左

右
す
る
こ
と
が
で
き
る
リ
ス
ク
を
孕
む
の
は
、
な
ぜ

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
低
投
票
率
に
大
き
な
意
味
が

隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
国
民
の
反
応
が
薄

い
状
況
は
、
ど
う
見
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
政
治
的

ア
パ
シ
ー
で
し
ょ
う
か
。
多
勢
便
乗
な
の
で
し
ょ
う

か
。
あ
る
い
は
体
制
順
応
と
見
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
意
見
は
分
か
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
肝
心
な
こ
と
は
、
国
民
の
意
見
が
反
映

す
る
よ
う
な
政
治
シ
ス
テ
ム
が
目
詰
ま
り
を
起
こ
し

て
い
る
と
い
う
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
問

題
点
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
立
候
補

を
阻
む
世
界
一
高
い
供
託
金
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
挙
運

動
規
制
、
短
す
ぎ
る
選
挙
運
動
期
間
、
政
党
助
成
金

も
含
め
て
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
政
治
制
度
、
さ
ら
に

は
政
治
教
育
の
貧
困
に
目
を
向
け
れ
ば
、
中
等
教
育

で
の
「
政
治
的
中
立
性
」
の
強
要
と
日
の
丸
君
が
代

の
強
制
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
考
え
さ

せ
な
い
試
験
制
度
も
大
い
に
問
題
で
す
。
さ
ら
に
ま

た
国
民
全
体
を
見
渡
す
と
、
非
正
規
労
働
の
蔓
延
と

か
、
低
す
ぎ
る
労
働
分
配
率
な
ど
も
問
題
点
に
数
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
要
す
る
に
、
日
本
社
会
は
、

疲
弊
と
格
差
の
温
床
で
す
。
こ
れ
に
立
ち
向
か
う
の

が
、
私
た
ち
の
使
命
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

渡
辺
先
生
の
叱
咤
激
励
と
実
践
こ
そ
我
が
身
を
映

し
出
す
鏡
と
見
立
て
て
、
渡
辺
先
生
の
ア
ジ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
軽
く
乗
っ
て
、
大
い
に
議
論
の
花
を
咲
か

せ
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
日
本
を
見
捨
て
な
い
覚

悟
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
、
平
和
な
世
界
の
実
現
を
諦
め
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
、
す
べ
て
の
闘
う
法
律
家
、
活
動
家
、
労
働
者
、

学
生
と
連
帯
し
ま
し
ょ
う
。

　

三　

私
た
ち
の
役
割

　

日
民
協
は
、
高
品
位
の
評
論
を
掲
載
す
る
機
関
誌

『
法
と
民
主
主
義
』
を
定
期
的
に
刊
行
し
、
全
国
に

会
員
や
読
者
を
得
て
、
し
か
も
、
自
由
法
曹
団
や
青

年
法
律
家
協
会
と
は
異
な
り
、
弁
護
士
や
法
学
研
究

者
に
限
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
パ
ラ
リ
ー
ガ
ル
と
言
わ
れ

る
職
種
の
専
門
家（
司
法
書
士
、
税
理
士
な
ど
）や
公
務

員
の
ほ
か
に
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
市
民
活
動
家
、

議
員
も
参
加
す
る
幅
広
い
団
体
で
あ
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。
他
方
、
有
権
者
の
半
数
し
か
投
票
し
な
い
選

挙
制
度
の
下
で
、
過
半
数
が
保
守
政
権
を
選
択
し
て

も
、
そ
の
政
策
の
代
表
性
に
は
疑
問
が
付
き
ま
と
い

ま
す
。
悪
政
が
続
い
て
い
る
の
で
取
り
上
げ
た
い
テ

ー
マ
や
課
題
は
と
て
も
多
い
の
で
す
が
、
民
主
主
義

新
倉　

修（
に
い
く
ら　

お
さ
む
）

一
九
四
九
年
生
ま
れ
。
弁
護
士
。
日
本
国
際
法
律
家
協
会

事
務
局
長
、
同
会
長
、国
際
民
主
法
律
家
協
会（
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
）

事
務
局
長
を
歴
任
。
専
攻
は
、
刑
事
法
、
フ
ラ
ン
ス
法
、
国

際
人
権
法
。
著
書
に
「
18
・
19
歳
非
行
少
年
は
、
厳
罰
化

で
立
ち
直
れ
る
か
」（
共
編
、
現
代
人
文
社
、
二
〇
二
一
年
）、

「
民
事
陪
審
裁
判
が
日
本
を
変
え
る　

沖
縄
に
民
事
陪
審

裁
判
が
あ
っ
た
時
代
か
ら
の
考
察
」（
共
著
、
日
本
評
論
社
、

二
〇
二
〇
年
）、「
導
入
対
話
に
よ
る
刑
法
講
義（
総
論
）」（
共

著
、
不
磨
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）、
な
ど
。

新
倉　

修（
に
い
く
ら　

お
さ
む
）

一
九
四
九
年
生
ま
れ
。
弁
護
士
。
日
本
国
際
法
律
家
協
会

事
務
局
長
、
同
会
長
、国
際
民
主
法
律
家
協
会（
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
）

事
務
局
長
を
歴
任
。
専
攻
は
、
刑
事
法
、
フ
ラ
ン
ス
法
、
国

際
人
権
法
。
著
書
に
「
18
・
19
歳
非
行
少
年
は
、
厳
罰
化

で
立
ち
直
れ
る
か
」（
共
編
、
現
代
人
文
社
、
二
〇
二
一
年
）、

「
民
事
陪
審
裁
判
が
日
本
を
変
え
る　

沖
縄
に
民
事
陪
審

裁
判
が
あ
っ
た
時
代
か
ら
の
考
察
」（
共
著
、
日
本
評
論
社
、

二
〇
二
〇
年
）、「
導
入
対
話
に
よ
る
刑
法
講
義（
総
論
）」（
共

著
、
不
磨
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）、
な
ど
。
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